
国際物流管理士資格認定講座
について

（公社）日本ロジスティクスシステム協会（JILS）

国際物流管理士資格認定講座 担当 中川綾子



2

目次：

1. 講座の概要
2. 2026年度開催概要
3. 受講者の声・資格取得者の声
4. オンライン+集合開催の特色
5. 講義イメージ
6. 資格認定について
7. （お願い）受講者環境の整備
8. お問い合わせ先



3

１．講座の概要

本講座は、わが国唯一の国際物流のスペシャリスト育成講座として、
1979年の開講以来、1,702名の「国際物流管理士」を輩出しています。

項目 概要

名称 国際物流管理士資格認定講座

対象 国際物流のスペシャリストを志向する方、
国際物流に携わる中堅管理者・担当者

講座
の

特徴

国際物流の第一線で活躍している実務家やコンサルタント、学識経験者か
らなる講師陣から、国際物流のスペシャリストに必要な専門知識や
マネジメント技術を体系的かつ総合的に学ぶことができます。

資格 講座を修了し、所定の試験に合格した方には、
「国際物流管理士」の資格を授与します。

日程 2026年9月～2027年3月（全9単元・18日間）

受講料
（税込）

JILS会員：484,000円、会員外：605,000円
※有資格者割引有
■単元聴講も可能です。（第1・9単元を除く）※単元価格の設定あり

後援（申請
中）

経済産業省・国土交通省
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１．講座の概要（受講者の属性）

本講座は、国際物流に携わる様々な立場の方が受講しています。
交流を通じて、国際物流の多様性を理解することができます。
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２．2026年開催概要（講座の体系）

「国際物流管理士資格認定講座」では、国際物流をリードする人材に
必要な知識を体系立てて学びます。
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２．2026年開催概要
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２．2026年開催概要
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２．2026年開催概要
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２．2026年開催概要
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２．2026年開催概要
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３．受講者の声

本講座は、企業の国際物流をリードする実務家が集い、基礎から応用までを体
系的に学びながら、人的交流を深める研鑽の場として活用されています。

受講者の声（抜粋・一部編集）

衣料品・住居品・食料品を提供する小売業として、1920年の創業以来、「信頼と誠実」の精神のも
と、よりよい商品の提供に努めています。私の所属する海外部では、自社およびグループ関連会社
の店舗に並ぶ商品や原料の一部を、海外工場から直接輸入し、国内の共配センターへ納品するま
での貿易実務を担っています。
国際物流を取り巻く環境が大きく変化する中で、最新の動向や仕組みを理解し、自社の業務改善

や効率化に活かしたいと考え、国際物流を基礎から応用まで総合的に学べる本講座に魅力を感じ
て受講しました。
本講座では、国際物流の経験豊富な講師陣による講義を通じて、理論と実務の双方から、最新動

向を含めた国際物流の知識を体系的に学ぶことができました。実務経験に裏打ちされた講義内容
は、市販のテキストでは得られない深い気づきを与えてくれ、講義を重ねる中で「国際物流」の奥深
さと業務領域の広さを改めて実感しました。
また、業種・業態、年齢、役職の異なる受講者と顔を突き合わせて行ったディスカッションは非常

に印象深く、同じ課題であっても多様な視点から意見が交わされることで、考え方が大きく広がり
ました。
本講座で得た知識と視点を糧に、持続可能な国際物流・サプライチェーンの構築に貢献できる国

際物流のプロフェッショナルを目指してまいります。
 株式会社イトーヨーカ堂 本橋 佳樹
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３．資格取得者の声

本講座は、企業の国際物流をリードする実務家が集い、基礎から応用までを体
系的に学びながら、人的交流を深める研鑽の場として活用されています。
https://www1.logistics.or.jp/overview/pass_voice/
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４．「オンライン＋集合」開催の特色

「オンライン＋集合」開催とします。
講義はオンライン、演習指導は集合開催です。

運営事務局が常駐し、円滑な受講や人脈形成をサポート対応いたします。

【オンライン研修】
・オンラインでは、会場やオフィス以外からの場所（テレワーク中
の自宅宅等）から受講することができます。また会期中に異動され
た場合でも受講を継続しやすくなります。

・講義の双方向性に留意し、その場の質問やコメントを受講者間で共
有することで、新たな気づき、受講者が主体的に講義に参加できる
環境を整備します。

【集合研修】

演習指導・グループワークは、JILS研修室（東京都海岸1-15-1）で
開催します。経験豊富な講師による指導を受け、5名ほどのグループ
で議論いただきますが、発表・質疑を通じて学びと交流を深めます。
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５．講義イメージ（オンライン）

講師

事務局

受講者A

受講者B

Web会議サービスを通じて、講義内容をライブ配信します。
受講者からの質問は、チャット（文字入力）等で受けつけます。

インターネットWeb会議
サービス

質問の提示

※イラストはイメージです。
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５．講義イメージ（集合）

グループ討議を行い、各グループが全体へ成果を発表します。
他グループとの質疑応答や講師からの講評を通じて、国際物流に関す
る知見をさらに深めていきます。

グループ討議 全体発表

※イラストはイメージです。
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名称 概要

階
層
別

ロジスティクス
経営士

経営の視点からロジスティクスを捉え、
改革を推進することができるCLO（Chief Logistics Officer）

物流技術
管理士

物流・ロジスティクスの専門知識や管理技術を有し、
物流品質向上、物流効率化、コストダウン等を実現できる
ロジスティクスのプロフェッショナル

物流技術
管理士補

物流・ロジスティクスに関わる基礎知識を有し、
実務への応用の仕方を習得している次世代の
ロジスティクス・プロフェッショナル

テ
ー
マ
別

国際物流
管理士

国際物流の専門知識を有し、グローバルレベルで
全体最適を志向し、幅広い視点で新たな事業や
サービスを企画し、実践することができる
国際物流のプロフェッショナル

物流現場
改善士

物流現場の現状を把握し、課題を解決するために
定量データをもとに改善実行計画を立案し、
メンバーと協力しあいながら改善を推進することができる
物流現場の改善リーダー

６．資格認定について（１）

講座を修了し、合格基準を満たすと、日本ロジスティクスシステム協会
（JILS）より、「国際物流管理士」の資格を授与します。

【参考：JILSの資格認定制度】
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６．資格認定について（２）

４つの【修了基準】を満たしたうえで、２つの【合格基準】を満たす
ことを目標として、講座受講を進めて頂きます。

【修了基準】１）～４）全てを満たすこと

１）１４日以上の出席

２）客観試験の受験

３）レポート試験（５回）の受験

４）第９単元（ケーススタディ）の出席（２日間）

【合格基準】１）～２）いずれも満たすこと

１）客観試験及び各レポート試験が７０点以上

２）（欠席減点を加味した）総平均点が７０点以上
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７．（お願い）受講者環境の整備

項目 概要

受講環境整備
（受講環境）

講義に集中できる物理的環境（会議室、在宅勤務等）の確保を
お願いします。

受講環境整備
（ハードウェア）

• パソコン、マイク、イヤホン、Webカメラ、インターネット環境
※グループ討議等では、マイク、Webカメラを利用します。
※通常の講義でもWebカメラONを励行します。

受講環境整備
（ソフトウェア）

• Zoomクライアントのインストール
• MS-Office（パワーポイント、エクセル、ワード）

※MS-Officeは、グループ討議（発表資料作成）で利用します。

禁止事項

資格認定講座の受講は、受講者当人に限定します。
※配信コンテンツ、電子テキストの閲覧は受講者当人のみとしてください。
※代理出席は認めていません。

その他
・講座運営は、講座パンフレットに準拠して行います。
・「受講規約（「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただき
たいこと」）への同意が受講の前提となります。

受講にあたってはインターネットを利用できる環境をご用意ください。
Web会議サービスは、「Zoomミーティング」を利用します。



19

JILS
国際物流
強靭化

【ご案内】国際物流強靭化推進研究会

JILSでは、製造業におけるロジスティクス管理者による登録制の研究会を開催しています。「国際物流強
靭化推進研究会」では、各社が抱える国際物流に関する諸課題に対し、課題解決につながる情報提供や
参加企業間の意見交換を通じて、個社の物流における最適化・強靭化に資することを目指します。
【情報共有（Give & Take型）の運営】

【ホームページ】

https://www1.logistics.or.jp/newest/glogiken/joinglogiken/

（2026年度研究会の意見交換テーマの例）
 地政学・関税変動に備える国際物流戦略
 配車最適化と荷待ち削減で進めるコンテナ物流DX
 船社・フォワーダー等との航路設計に関する意見交換

※本研究会では、独占禁止法及び独占禁止法のガイドラインにて定めているところの、新製品

の販売時期、商品仕様、価格、数量等の禁止事項に関する議題の設定や議論は一切行いません。

https://www1.logistics.or.jp/newest/glogiken/joinglogiken/
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８．お問い合わせ先

【国際物流管理士資格認定講座ホームページ】

詳細は当協会ホームページにてご確認ください。
受講に関する不明点等は、気軽にお問い合わせください。
メール：ilm@logistics.or.jp
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■閉会（ご連絡事項）

 本日のオンライン公開講義は以上で終了となります。

 JILSの各種事業へのご参加、お待ちしております。
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